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「羽村市郷土博物館リニューアルオープン」

おもしろい博物館をめざして
一イギリス・アメリカにおける博物館の取り組み―

早いもので、アメリカ。シカゴの-20℃ とい

う極寒の地をあとにしてから2度めの冬が来て

しまいました。私が博物館教育をテーマに東京

都職員海外研修でイギリス・アメリカを訪れた

のは、平成 7年の秋から冬にかけての3カ月間
でしたから、今回ご紹介するには、決して最新
の情報ではなく、少々申し訳ないように思いま

す。しかしながら、最近の展示評価をとりいれ

た展示開発システムは欧米ではますます盛んに

なっており、その実例を紹介したものはあまり

多くないように思われます。私の報告がお役に

たてばと思い、ここに紹介します。

多くの、というよりほとんどすべての博物館

東京都教育庁生涯学習部文化課

原  員麻子
は、おもしろい博物館にしたいと願っています。

十分な予算もないながら、多忙を極め、アイデ

アをしぼって作った展示なのになぜか人が入ら

ない。来館者数で展示を評価するのはナンセン

スだと考えながら、来館者数はやはり人気のバ

ロメータになることは否定できません。より学

術的あるいは教育的に評価の高い展示と、通俗

的に人気のある展示とのギャップをどう埋める

かは欧米の博物館でも共通の課題です。欧米の

博物館では、学術的評価も高く、人気も高い展

示をめざしてさまざまな取り組みがなされてい

ます。

現地で日のあたりにしたことは、博物館の役
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割を考え、展示の機能と技術特性を的確に捉え、

来館者のニーズにあわせた企画展開といったま

さにミュージアム・マネージメントの実態でし

た。ここでは昨今日本でも話題になっている展

示評価についてその概略に触れながら、実際に

はどのようなスタッフがどのようなシステムで

展示を開発しているか、インタビューした結果

を紹介します。

1.展示開発における3つの評価
博物館の展示評価法については、欧米では来

館者研究 Vヽ■or Studた sの進展とともに1980年

代から広く研究され、試みられています。ロジ

ャー・マイルズ (1984)は 、展示評価について

その適用する展示開発の段階の順にしたがって

以下のように分類しています。

(1)初期評価 frOnt― end evaluation 展示開発

以前に実施する。来館者の潜在的なニーズや

展示テーマに関する知識程度を調査し、評価

する。

(2)制作時評価 formative evaluation 展示制

作中に実施する。展示模型をはじめとする展

示試作の評価を行う。

(3)総括評価 summative evaluation 展示開設

後に行う。来館者の理解度、満足度を調査し

評価する。

これらを自動車の製作工程になぞらえて考え

てみますと、図 1のようになります。展示開発

の工程が、市場調査を導入したまさにマーケテ

ィングであることがわかります。それではどの

ような組織、スタッフで進めているのでしょう

か。また、評価は展示開発の工程で具体的にど

のように関わってきているのでしょうか。

2.展示開発の事例

場合、以前は図 2に示すように学芸員が展示し

たいモノを選ぶことから始まり、その展示物を

解説するラベルの作成も学芸員の手に委ねられ

ていました。デザイナーはこれを受け、展示を

より見やすくあるいは美しく陳列するためのデ

ザインを作り、最後にできあがった展示プラン

を見て教育担当者が教育プログラムを企画して

いました。この方法については、日本でも多く

の博物館がこの手法をとっていることだろうと

思われます。
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図3大英自然史博物館の展示開発システム

最近は、図 3に示すようにまず、シナリオ・

ライターが学芸員や外部専門家の助言を得なが

ら、展示テーマを企画します。次に評価担当者

が展示テーマについて来館者のニーズや理解度

を調べ (初期評価)、 この評価結果を踏まえ、

シナリオ・ライターが学芸員等と相談しながら、

展示シナリオや展示内容を決めます。この展示

シナリオは、デザイナーに送られ、これを基に

展示デザインなどを設計する過程では、学校の

教育カリキュラムとの整合性を教育担当者がチ

ェックし、内容のレベルを評価担当者がチェッ

クします。また、展示内の解説文は、編集担当

者がチェツクします (制作時評価)。 これらの
過程を経て、さらに細部の展示設計や製作過程

へと進んでいきます。

(初期評価)か ら始ま
っています。来館者の

関心の高いものの中か
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リオを作成します。ここから先は、開発スケジ

ュールから予算管理を含め、展示開発プロジェ

クトの全責任が展示開発担当者に委ねられます。

この展示開発担当者の下、デザイナー、教育担

当者、編集者が一つのチームを作 り、展示開発

にあたります。もちろん展示開発担当者は必要
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①大英自然史博物館

展示開発のシステムは、大英自然史博物館の



に応じて学芸員や評価担当者の助言

価)を得ています。
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ロラトリウムでは、展示室の片隅にプロトタイ

プが置かれ、そのそばに簡単なアンケートを置

き、来館者に評価を依頼していました。展示は

的確に情報を伝えているか、誰にでも簡単に操

作できるかなどを探っているのです。

実際に展示がオープンした後の総括評価につ

いては、予算が残らずなかなか実施できない実

態にあると多くの担当者から聞きました。どこ

の博物館もこの総括評価と展示オープン後の改

善費用に展示開発全予算の5～20%(ち なみに
スミソニアン自然史博物館は20%)を プールし
ているそうですが、開発を進めていくうちに予

想外に資金が必要になったり、改善費が高 くつ

いたりで、総括評価のための予算が残らないの

だそうです。

評価を実施する目的は、来館者のニーズを知

り、博物館の現状を認識し、博物館の事業をよ

り効果的にすることにあります。特にアメリカ

においては、博物館の運営はほとんどカリト営利

団体によって行われているため、より広範な資

金援助を得るためにも社会に役立つ博物館事業

であらねばなりません。また評価そのものが次

の出資者を募るための大切な資料となるのです。

そのためにも評価は、展示開発になくてはなら

ないシステムとなっています。

評価は、一次的には展示について実施するこ

とになりますが、その結果は展示の改良だけに

活かすのではなく、それを補うワークショップ

の企画やあるいはミュージアムグッズに反映さ

せるなど博物館事業全般に活かしていました。

より有効な評価を行う前提には、博物館がどの

ような理念の下、展示で何を伝えようとするの

かを明確にすることが不可欠であると思われま

した。

最後に、ここで紹介した展示開発に登場する

スタッフの多くは、博物館の専属の職員です。

しかし、評価に関するスタップ1こついては、ま

だ専属にかかえているところは少なく、調査会

社に委託している場合が多く、時には教育担当

者がボランティアを使って実施しているところ

がありました。日本の博物館がすぐさま専門ス

タッフをそろえた組織をもつようなことは不可

能だと思いますが、評価を取り入れた展示開発

システムの導入は、遠い未来の話ではないでし

ょう。紙面が限られていますので、総括評価報

告書の事例までは紹介できませんでしたが、ま

た機会を見つけてご紹介したいと思っています。

博物館がよりおもしろく、活気にみちた場所と

なることを願ってやみません。

(制作時評

デザイナー         学芸員

〆  ″ゝ_=´ィ
ll■

1担
当者  
―
   ダ

ム・ディレ  _  教育担当者

ぢ`軍…ハ 担業ノ
図5フ ィールド自然史博物館の展示開発システム

③フィールド自然史博物館

シカゴのフィールド自然史博物館の場合は、

図 5の ようにプログラム・ディレクターが展示

開発にあたってのすべての権限をもっています。

1つの展示開発プロジェクトチームには、この

ディレクターのもとに学芸員、教育担当者、評

価担当者、コンピュータ・プログラマー、デザ

イナー及び経理担当者がおり、チーム会議にお

いてすべてが決定されていきます。チームメン

バーの下にはさらに多くのスタッフがおり、組

織は枝葉のように広がっています。

このようにプログラム・ディレクターに全権

が委任されているのには、この博物館の歴史的

な背景がありました。この博物館では、以前は

大英自然史博物館と同様に図 2に示すようなシ

ステムで展示を開発してきました。これをより

来館者のニーズに合わせた展示に変えるため、

十数年ほど前に有名なボストン子ども博物館館

長であったスポック博士が副館長に招聘されま

した。従来の方法を通してきた博物館のスタッ

フにとっては、もちろん大変な改革を迫られた

ことになり、その改革の遂行は、困難を極めた

と伝えられています。そこでできあがったのが

このシステムであり、スポック博士に全権を委

任して、館の運営改革をも成し遂げたのです。

現在は、スポック博士は博物館を去り、残され

たプログラム・ディレクターは3名おり、それ

ぞれが新しい展示プログラムを抱え、取り組ん

でいます。

3.評価がめざすもの
初期評価は、まず自分たちの博物館を取り巻

く現状を把握することから始まっています。来

館者は博物館に何を求めているのか、あるいは

来館者が抱えている潜在的な興味、関心や問題

意識を調査し、そこに博物館に対する新たなニ

ーズを見い出そうとしているのです。

制作時評価は、展示技術のための評価といっ

てもよいでしょう。展示試作品を作り、積極的

に来館者に見せ、使いやすさ、わかりやすさや

耐久度を調べます。カリフォルニアのエクスプ







企画展『日野の鍛冶屋』の開催

日野市ふるさと博物館では平成 9年 7月 4日

から8月 31日 までの期間で、平成 9午暮企画展

『日野の鍛冶屋～受け継がれた鉄の技術～』を

開催した。日野市内の鍛冶屋は時代の流れと共

に徐々に姿を消して行き、現在は 1軒のみが仕

事を続けている。本展はそうした日野市内の鍛

冶屋の仕事を、主として技術的な側面から紹介

するものであった。展示は市内からの寄贈・借

用資料を中心に次の 4つのコーナーで構成した。

① 暮らしの中の鍛冶屋 :市内の鍛冶屋が製作
した様々な鉄製品を展示し、鍛冶屋の仕事の

多様さを紹介した。

② 道具と仕事場 (写直):鍛冶屋の仕事場を
再現し、各種の道具の使用方法を紹介した。

③ 鉄を打つ :鍬や包丁の製作工程を、実物と
写真により紹介した。

④ 鍛冶屋の信仰 :金山神への奉納物などを展
示し、鍛冶屋特有の信仰を紹介した。
また本展では、市内に現役の鍛冶屋が存在す

日野市ふるさと博物館

るという利点を生かし、敢えて講演会を行わず、

関連行事として『鍛冶屋さんの仕事場をたずね

て』と題する体験学習を全 4回行った。これは

環皇農電旨曇鬼諏珠二隻責1魔ri]言 と葎士
てみるというもので、小学生からご高齢の方ま

でが多数参加され、ご好評をいただいた。

末筆ながら本展の開催にご協力くださった皆

様に改めて謝意を表したい。

(財)たましん地域文化財団

一方、『多摩民具事典』は昭和30年代の高度

経済成長期を境に姿を消した多摩地域の民具と

それにかかわる伝承技術から169項目を選び、

さらに他地域との比較や、関東地方や全国のな

かでの位置づけを行った22項 目を加え、全体で

は191項 目となっています。見開き2頁 を1項

目として、適宜興味のある項目から読めるよう

になっています。

執筆陣は関東民具研究会会員や地域の研究者

など総勢95名で、編集委員になっていただいた

小川直之、後藤廣史、佐藤広、増田昭子各氏の

足かけ4年に及ぶ御尽力によって完成しました。

『多摩文学紀行』四六判312頁、本体 1,500円

『多摩民具事典』A5判 400頁、本体 2,500円
発行 たましん地域文化財団
発売 けやき出版

『多摩文学紀行』と『多摩民具事典』の刊行

当財団では出版を通じて地域文化に貢献する

ことを目的に、平成 3年度より「多摩郷土文庫」、
「多摩歴史叢書」として 7冊を刊行してきまし
た。そして平成 9年度は装いを新たにして、山
本貴夫著『多摩文学紀行Jと小川直之 。後藤廣
史。佐藤広 。増田昭子・関東民具研究会編著

『多摩民具事典』の 2冊を刊行しました。
『多摩文学紀行』は、多摩を舞台にした作品

や、そこで生まれ、育ち、在住した文学者たち

の足跡を、その地域の歴史と風土とを関連させ

ながら訪ね歩いたものです。取り上げた作家、

作品は、国木田独歩、田山花袋、中里介山、太

宰治などの名作をはじめ、大岡昇平、松本清張、

三島由紀夫に触れ、村上龍、高橋三千綱、三田

誠広、山田詠美などに及びます。

著者の山本貴夫氏は、三鷹で太宰治研究会を

長らく主宰してこられましたが、著者独自の文

学観が縦横無尽に語られ、興味は尽きません。



植 物 画 の 魅 力

当館では、毎年秋に企画展示「野草スケッチ

展」を開催しています。これは、博物館講座「植

物画教室」講師と講座受講者のみなさんの作品

展です。

植物画は、科学的な視点と芸術的な視点から

描かれるものです。植物図鑑に見られるような、

正確な絵でありながら、なおかつ、額にいれて

部屋に飾りたくなるようなものと言えるでしょ

う。イギリスの美術家ブラントは、著書「植物

画の歴史」の中で、「植物画の目的は、花を紹

介し、見る目を養うため、植物学を志す学生に

知識を教授するため、あるいは人々に喜びをも

たらすためである。」と書いています。

ところで、東大和市では1972(昭和47)年か
ら「野草教室」をはじめました。現在は博物館

の自然観察会「野草教室」として行われ、昨年

25周年を迎えました。「野草教室」では、植物

の観察とスケッチを中心に行っていました。そ

して、植物画をもっと専門に描きたい方のため

に、1995(平成 7)年から博物館講座「植物画

○季節展「名勝小金井桜」 (4/1～ 5/5):収蔵
品の錦絵・紀行文 。古写真・絵葉書・文献等

により名勝小金井の歴史や桜文化を解説展示

した。毎年花期に開催している。

○企画展「変わりゆく風景一高度成長期の小金

井」 (8/1～ 10/12):風景の都市化を主題に

昭和30～ 40年代の市内の風景写真 (モ ノクロ)

80点 と現在の写真 (カ

ラー)と を対比した。

○企画展「縄文時代の貫

井遺跡」 (1/15～ 3/1予

定):過去20数次に及
ぶ貫井遺跡の発掘調査

で出土した多数の土器

や石器により縄文時代

中期の村の生活や文化

に触れる。

東大和市立郷土博物館

教室」をはじめました。初級 。中級と二つにわ

けて開催しています。また一昨年には、講座終

了後、自主グループ「植物画クラブ」も誕生し、

公民館で活動しています。

今後も、植物画の魅力を広め、身近な自然に

目を向けてもらえるよう「野草スケッチ展」「野

草教室」「植物画教室」を継続していきたいと

思います。

小金井市文化財センター

平成iO年度予定

○企画展 (仮)「小金井小次郎と三宅島」 (10～ 11

月):幕末～明治維新にかけて活躍した地元
の侠客小金井小次郎に焦点ををあて、時代背

景や人物像、配流先の三宅島での事練を展示

する。また、三宅村との友好20周年を記念し

て、三宅島の文化財もあわせて紹介する予定。

野草スケッチ展のようす



郷 土 食 づ く

平成 8年度は、11月 に開館したということを

回実にしていますが、本当にろくな事業もでき

ずに終わってしまったという反省の年でした。

が、今年も半年以上が過ぎて、振り返ると同じ

ような反省。ただ唯一定着したのがこの題名に

ある「郷土食づくり」でした。この事業は、東

村山力Ⅵ 麦ヽをつくる畑作地域で、特に「うどん」

や「ゆでまんじゅう」といったものが各家庭で

つくられたということから設定されたものです。

特に館側の当初の思惑とは裏腹に「ゆでまんじ

現在、奥多摩町では、奥多摩郷土資料館を取

り壊し、その跡地に東京都水道局と共同で新し

い施設「奥多摩 水と緑のふれあい館」の建設
事業を進めております。このため平成 9年 6月

り

東村山ふるさと歴史館

ゅう」の人気は申込み開始10分で一杯となって

しまうものです。これは1回の定員力20名 とい

う少数であることが原因なのでしょうが、多く

の回数を行う事でやりくりしています。特にこ

の企画は、地元の主婦ボランティアの方々に支

えられたおかげで歴史館の負担は最少限度で、

隔月の事業がスムーズにすすんでいます。

さて、これで味をしめている歴史館としては

他にもボランティア参加の事業はないものかと

色々模索しているわけですが、 (秋ごろ電話で
(

アンケートさせていただきました。あの時はあ

りがとうございました。)公募をしてボランテ
ィアを受け入れる博物館の力量はまだ、我ふる

さと歴史館にはなく、いつかを夢見ている次第

です。ただ職員だけの対応には限界もあり、行

政改革の嵐が吹きまくる昨今では講師謝ネLも ま

まならず、ひたすら市民の手を。この考え方に

は問題ありですが、「市民とつくってゆく博物

館」「開かれた博物館」の理想は忘れたくない

と肝に命じております。

1日 より平成10年 11月 頃まで当館は休館いたし

ます。

新しい施設の完成は、平成10年 11月 を予定し

ております。

奥多摩郷土資料館の体館について



甲野勇資料の整理を通して想うこと

当館では今年度末の1998(平成10)年 2月 7

日から3月 29日 の期間に、企画展「甲野勇の軌

跡」を開催します。

縄文時代の研究者として著名な甲野勇氏は、

戦後まもない1946(昭和21)年に国立に居を構
え、御逝去されるまでの21年間を多摩地域の地

域史研究、青少年の育成活動などに力を注ぎま

した。

具体的には武蔵野郷土館に代表される博物館

建設を挙げることができます。氏は戦前・戦中

の皇国史観的歴史教育がもたらした被害の甚大

さを顧み、国民が正しい歴史観・歴史認識を得

るためには、中央集権的歴史観に固執するので

はなく、各地域の歴史、とりわけ民衆の生活史

を解き明かし、博物館において自ら見て触れて

実感することが必要であることを文章の中で述

べています。実際の展示でも、ありふれた土器

の陳列をするのではなく、テーマを絞った展示、

地域に根ざした展示を行いました。また、実際

に石器を作ったり、火を起こさせたりするなど

青少年対象の体験学習的教育普及活動や、中高

今回は、農林水産省蚕糸・昆虫農業技術研究

所、(財)大日本蚕糸会蚕糸科学研究所及び横浜

シルク博物館からの協賛をはじめ学内

外の多数の方々からの協力を得て、生

活の部では、蚕から最新技術による最

終絹製品までを、文化の部では、本学

の歴史、蚕織錦絵等約500点 を展示し

ました。総入場者数は1,635名 にも上り、

成功裡に終了しました。

さらに、当館友の会サークル「絹研

究会」による生糸や紬糸等の製造実演

及び当展運営委員長である重松正矩氏

(農学博士)に よる記念講演会を開催

し、講演会には約150名の参加者が訪

れ会場があふれかえる盛況ぶりでした。

(写真は最新技術による絹製品の展示風景)

くにたち郷土文化館

生への発掘指導を積極的に行ないました。

高度経済成長、バブル経済を経て、全国的な

現象として、市町村博物館の建設が増加しまし

た。しかし、バブルの崩壊による極限的不況に

よって、右に習え的運営の博物館は淘汰される

時期が来ています。今こそ先人の想いを顧みて

それぞれが独自の観点で、地域の個性を活かし

た活動を展開してゆきたいものです。

／
ゝ

春の特別展「シルクの生活と文化」を開催

東京農工大学工学部附属繊維博物館

去る 5月 21日 から25日 までの間「シルクの生

活と文化展」が開催されました。
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今年度の活動と入館者層

当館は常設展示を一新し、平成 9年 4月 1日

から公開を始めた。実物資料に加えて模型やグ

ラフイックパネルなどを活用することによって

視覚的な表現に努めている。

当館では学校との連携を深めるために教員と

の懇談会を実施した。 6月 5日 、15人の教員の

参加を得て3時間にわたり「学校と博物館」に
ついて自由な意見の交換を行なった。この時の

学校側のもつ事情についての意見の一端をとり

あげてみよう。

先ず、時間がない、 1日 がかりになるという
授業の進行にかかわる問題がある。そして次に

引率をどうするかということである。父母の理

解、引率者の確保、交通手段の選択その利用の

仕方など心配は尽きないようである。また、学

校は博物館を理解していない。実際に館を利用

するに当たっても、子どもに注意事項や禁止事
項を多く発することになり、自由に利用できな
いのが実態であるという意見には、相互の理解

不足を痛感せざるを得ない。とにかく利用の仕

また、こ

のような中、

開館13年 目

の10月 12日

に入館者が

50万人を突

破した。 1

年間の入館

者数は約 4

万人、現在

はその内約

3分の 1が

小学校の団

体である。

一時期子供

の減少もあ

羽村市郷土博物館

って入館者が減少したが、今年度は企画展や秋

の遠足シーズンを中心に増加となっている。

今年の企画展の中で特に好評を得たのは、「き

もののひな形」と「大昔の羽村」である。前者

は、明治時代の和洋裁のひな形の展示である。

特に女性から人気が高く、女性教育や裁縫教育、

多摩地区での洋服の普及などの視点から、多く

の方面からの反響をいただいた。

一方、「大昔の羽村」は夏休みにあわせて、

青梅市から日野市までの多摩川沿いの上総層群 |

から採集されたアケボノゾウやメタセコイアな

どの化石を展示した。大昔 (約 200万年前とした)

の羽村のイメージは、写真やイラストなどのパ

ネルで示した。当館は歴史系の展示に偏りがち

だったが、今回は他館の協力を得て新たな客層

の開拓をすることができた。職員が少数の館で

は対応できるテーマガ限られがちだが、近隣の

博物館同士の協力体制を深めることによって互

いに補いあう可能性を確認できた企画展であっ

た。

学 校 と の 連 携

東京都高尾自然科学博物館

方が分らないなど、学校教育への位置付けに学

校が苦慮していることも事実である。これにつ

いては当館でも、学校支援活動について検討に

入ったところである。今後とも懇談会を継続し

て学校の期待に応えていきたいと考えている。



北村西望没後10年にあたって

井の頭自然文化園では、当園彫刻園ゆかりの

彫刻家 。北村西望の没後10年にあたって、彫刻

に関する催物・ PRを強化実施しました。
北村西望は、明治、大正、昭和にわたって活

躍した日本を代表する彫刻家であり、長崎平和

祈念像の制作者として知られています。井の頭

自然文化園では、寄贈を受けた西望の作品700

余点を維持管理するとともに、そのうち約240

点を彫刻園にて展示しています。本年は、西望

が没した1987年 3月 4日 から数え10年目であり、

西望とその事績を忍ぶ機会として、彫刻園や彫

刻文化の普及に関する事業に力を入れることと

なりました。

まず 3月 20日 には、リサイクルをテーマに、

「親子で楽しむ彫刻教室・空き缶から鋳造する

アルミのアクセサリー」を開催。空き缶を炉で

溶かし、メダル型アクセサリーをつくる催物に、

13組29人の参加がありました。

6月 8日 (日 )には、彫刻家であり西望の助手

であった柳澤飛鳥先生による「西望彫刻ガイド

ツアー」を開催。西望後期のものを中心に、作

品を鑑賞しながらの解説をお楽しみいただきま

した。午前・午後の 2本立てで、計27人の参加

がありました。

平成 9、 10年度の二か年事業として市史普及

版の製作に取り組んでいます。当市の市史編纂

事業は、市制20周年記念として昭和58年度に開

始し、市史本編上 。下 2巻、資料編10集、研究

誌17集を刊行して平成 7年度に事業を終了しま

した。終了後、刊行物の普及と管理、収集資料

(古文書の複写マイクロフィルム)の保存と活
用が本庁部局から教育委員会へ移管され、 8年

度から郷土資料室において市史情報の提供、刊

行物の頒布、普及事業 (市史を読む会、見学会)

などを開催しています。

市史普及版は本編をベースに最新の成果を加

味し、ハンディな体裁のものを作ろうと作業を

東京都井の頭自然文化園

8月 17・ 24日 (日 )の 2日 間、同じく柳澤飛鳥

先生による「親子で楽しむ彫刻教室・FRPで
ブロンズ風レリーフを作る」を開催しました。

強化プラスチックを使ったレリーフ製作に、小

学生とその保護者 9組18人の参加がありました。
10月 10日 (体育の日)には、 3月 と同様「親
子で楽しむ彫刻教室・空き缶から鋳造するアル

ミのアクセサリー」を開催。12組27人の参加が

ありました。

11月 24日 (勤労感謝の日)には稼山美術館よ

り学芸員の千田敬一先生をお招きして「日本の

ロダニズムと北村西望」と題した講演会を開催

しました。若き日の西望を魅了したロダニズム

についてのお話に、44人の参加がありました。

PR面では、「長崎平和祈念像」「あくび」を
モチーフにしたポスター2種類を製作し、全国
の博物館施設に送付、京王線の各駅にも掲出し

ていただきました。

彫刻園は、自然文化園の動物園としてのイメ

ージのせいか認知度がいまひとつでしたが、自

然文化園来園者に対する利用者比率も漸増の傾

向にあり、このような普及活動の成果は着実に

上がってきているといえるでしょう。

福生市郷土資料室

進めています。 9年度は執筆、編集を事業委託

し、10年度に印刷・製本を行い刊行する予定で

す。

福生市史普及版の製作
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たて もの園 1995

江戸東京たてもの園では、秋から冬にかけて

復元建造物の新規公開や普及事業などで、賑わ

いを見せています。その中で、今年度の事業の

いくつかを紹介します。復元建造物の新規公開

では、10月 10日 に綱島家を公開しました。綱島

家は一般的に「広間型」と呼ばれる間取りの民

家です。当園に復元されている茅葺き民家の中

では、建築年が最も古く、江戸時代中期と推定

されます。

また、来年 2月 末には、日本建築におけるモ

ダニズム運動を主導した堀口捨己が、設計した

今年度の活動の中から、企画写真展について

紹介したいと思います。

五日市郷土館では以前からあきる野市内の貴

重な写真や古い写真の収集に心掛けてきました。

これら館で収集してきた写真資料を市民の方に

公開して、地域の歴史を知ってもらう一つの契

機になればと考え、写真展を企画しました。

企画写真展は、五日市郷土館 2階の写真パネ
ル展示スペースを利用して、あきる野市の自然、

昔の風景や町並み、産業や生活の様子など、概

ね 3カ月間、各回ごとにテーマを設けて開催し

ています。今年度は、「秋川流域の野鳥」「写真

で見る昔の橋」「写

真で見る昔の山仕

事」を開催しまし

た。

企画写真展の開

催にあたっては、

単に写真の羅列に

ならないように配

慮しました。例え

|ゴ「写真で見る昔

の橋」では、展示

写真と比較できる

ように現在の橋の

写真や市内の昔の

今年度の活動から

江戸東京たてもの園

住宅である小出邸を公開する予定です。当時ヨ

ーロッパで流行していたデザインと、日本の伝

統的な造形を折哀したつくりになっています。

その他、宇野家の茶室である会水庵、伝統工

芸の場として復元する植村邸など、今年度末竣

工を目標に準備を進めています。

今年度のこれからの普及事業としては、11月

の下町の大道芸に引き続き、 1月 18日 、 2月 15

日、 3月 15日 に炉端の昔がたりを実施します。

現代の「語り部」瓜生喬が、信州の民話を語り

ます。

あきる野市五日市郷土館

橋の模型などを展示したり、市内の橋について

の簡単なマップを作成し配付するなど、各回の

テーマに関連した資料の展示や配付などもあわ

せて行いました。

また、広報を通じての企画写真展のPRに際
して、テーマに関連した写真の提供を市民の方

に呼びかけを行い、写真資料がより充実するよ

うにも努めています。

今後も、市民の方にあきる野市内の歴史 。自

然・民俗などを理解してもらうための、一つの

契機として継続して企画写真展を開催していき

たいと考えています。

～企画写真展について～



年中行事について

を経過し、協

力していただ

いている婦人

会の顔ぶれも

入れ替わりが

あり、初めて

するという若
い方も現れて

来る。婚家が

農家であって

も諸般の事情

により伝承さ

れにくいのが

実情である。

「家」から遊

離した博物館

という「;朴」
の場では、どの方も物珍しさも手伝ってか興味

深く事に当たってくれた。

各家々の特徴を出し、家族の中で楽しんだ年

中行事であったが、昨今は現実のくらしに即し

ていない行事は継続し難い。「粟穂・稗穂」な

どは今や博物館でしかみられない行事である。

家の制度が失われつつある現在、外=博物館が

皆が集い伝えあう場としての役割を果たし始め

ている。

(1歩

常設展示室の活性化

府中市郷土の森博物館も1997年 4月 をもって、

満11年を迎え、新たな活動に取り組むべき時期

にきている。最も大きな課題は、常設展示の更

新である。とはいうものの、数年前から話題に

すれども、なかなか前に進んでくれない。

されど、常設展示は博物館の顔である。そこ

に開館以来の資料収集と調査 。研究の成果を何

とか反映できないものか、いや、しなければい

けない。そしてまた、いつ来ても同じ展示では

リピーターが来るはずもない。常に新しい情報

を提供する展示室にしたい。

府中市郷土の森博物館

そこで、「ミニ展」登場。常設展示室内でさ

わやかな展示会を行うことにした。既に、「や

がて、学校にも戦争が・・・」 (8～ 9月 )、 「大田

蜀山人と玉川巡視」 (10～ 12月 )、「江戸時代、

是政村で経典が埋められた」(11～ 2月 )を実施。

現行の常設展示では触れられなかったテーマや、

特別展・企画展ほど話題を広げるのは難しいけ

れどちょっと面白い、あるいは今が旬などなど、

これからも年 3～ 4回のペースで開催する予定
である。

何度でも楽しめる常設展示室をめざしてノ

13

清瀬市郷土博物館

今年の始めのことであるが、市の広報担当者
から「まゆ玉をしているお宅を取材したいのだ

が紹介してほしい。」との依頼があった。さっ

そく心当たりの旧家数件に問い合わせてみたが、

答えはいずれも「何年か前まではやっていたが、

今は小さい枝で作って玄関に飾る程度である。」
とのことであった。比較的厳格に年中行事を実

行していると思われるお宅でも瞬く間に簡略化

している。当主の代替わりや生活様式の変化な

どによりこれらは早晩消失していくのだろう。

ところで当館では「博物館年中行事」と称し

て年に数回年中行事や農作業を再現しており、

その指導を地元の皆さんにお願いしている。

「まゆ玉」も実施しているが、開館以来十二年



”
仕

収蔵品展『トウロマチ (灯籠祭) 広報課移管フイルムの

保存と活用

昭和30年代まで

市内各地で行われ

ていたトウロマチ

(灯籠祭)の様子
を紹介する展示を

6月 29日 から11月

25日 まで実施した。

この灯籠は一般

に地口行灯と呼ば

れ、駄洒落入りの

絵が描かれている。

地域の子供達が

共同で灯籠を飾る

主要な行事であっ

た。

開館13年目を迎えた当館では、ここで初めて

常設展示の一部改修に取り組む。

計画は、今年度構想、来年度実施とし、現在

業者とそのイメージ作りにあ

たっている。

主な改1参点は、展示室内中

央の島部を見通しのよい構造

にすることと、地図や年表類

に最新情報を追加することで

ある。

これについて職員側からは、

改修後においても新情報の追

加修正が容易であること、既

製品等による交換や修理が可

能なことなど、職員の手でも

修正や調整ができるような機

器構成及び展示装置の導入を

もとめている。

近年の情勢を考えると、大

規模な改修がすぐに実現する

とは思えない。したがって、

立川市歴史民俗資料館

奇抜な最新技術の導入より、丈夫で修理や調整

がラクで、職員でも手直しできるような展示に

したいと考えているからである。

常設展示の模様替 え

の世界』

武蔵村山市立歴史民俗資料館 調布市郷土博物館

1955年 4月 1日 、調布市が誕生し、その 3か

月後に「調布市報」力判 刊。以来、市報や報道

用に、広報課で撮影した写真は膨大な量に達し

ています。このうち、1958年から1991年 までの

モノクロのネガフイルム約8,000本 (200,000コ

マ)が、現在当館に収蔵されています。内容に
ついての簡単なリストはありましたが、撮影年

量曇昌峯璽8奮張::3:象 身にF議乳T馨電
する作業が延300日 間かけて行なわれ、担当者

`は途中で老眼鏡を作り替えるはめになりました。

整理後、市制40周年記念展や学校の記念誌の作

成に活用しています。現在、市の刊行物はすべ

て登録されていますが、その作成のために撮影

された写真を保存するルールやシステム作りは

当館にとっても今後の課題です。
恵比寿大根喰 (エ ビスダイコク)
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倉にみる生活文化

当館では、数年来、名主家などに残された資

料を中心に、ムラの暮らしぶりを解明しようと

する試みを行ってきた。今年度の特別展「八王

子宿周辺の名主たち」は、一連の名主家資料調

査の成果である。今回の特別展の鍵を握ってい

たのは、名主家の「倉」であった。当たり前の

ことかもしれないが、倉が古文書や調度品類の

散逸を防ぎ、風雨や虫・鼠害から守ってくれた

からこそ、今、展示も出来るのである。また、
一つの倉の持つ情報量ははかりしれず、倉それ

自体が極めて重要な資料であることを、改めて

考えさせられた。

無論、名主家の倉だけが重要なのではない。

当館では近年、市内に残る講中膳椀収納倉庫の

調査を行っている。講中膳椀とは、講中などの

近隣組織の単位で共同所有している、人寄せの

膳椀類のことである。講中膳椀の保管方法には

倉のある家に預ける他、専用の倉を建てる場合

が多い。このようなものは多摩全域に広くみら

八王子市郷土資料館

れ、すでに羽村市や福生市 。国立市・多摩市な

どから、詳細な報告が出されている。

多摩地域に限っていえば、講中膳椀が成立し

たのは、早いところで幕末、一般には明治頃と

いわれている。そして冠婚葬祭を式場で行うよ

うになる昭和30～ 40年代には、ほとんど使用さ

れなくなっている。つまり講中膳椀は、漆器を

用いた本膳形式の宴席をもうけることが一般化

し、冠婚葬祭関連産業がそれらに取って代わる

までの、限られた時代の産物であった。講中膳

椀とその収納倉庫は、地域社会が、近世から近

代にかけて変容していく過程で生まれたとはい

え、すぐれた民俗資料であると同時に、近代の

生活文化資料といえるのである。

当館では、八王子ニュータウン開発地区での

緊急調査を1994095年度に行ったほか、市内の

講中膳椀収納倉庫の所在確認調査を進めている。

他市町村の事例も参考にさせていただきたく、

情報収集にご協力をお願いする次第である。

博物館事業としての調査資料の活用
―町方文書調査を通して一

現在、青梅市の行政区域は、江戸期の旧三田

領 1町 1山 34カ村である。特に青梅町は、その

核となる渓口集落交易都市として陣屋が置かれ、

青梅街道馬継の宿駅であった。この青梅町の文

書の収集 。調査は村方文書に比較して遅れ、考

察するための資料に乏しかった。

当館では、青梅町関係の文書の概要を調査目

録として作成する「町方文書調査」を平成 3年

度より開始し、今年で 7年目となった。
この事業は、町方文書調査会 (会長 齋藤慣
一氏)に委託し、市域の自主グループの青梅古
文書研究会と青梅生活文化研究会の女性達を中

心として、調査期間中、週 1日 のペースで調査

文書を整理 。分類し目録を作成するのである。

約 6年間で有力商家等 6軒の文書合計 1万 5千

点余を調査し、現在、 7軒目を整理中である。
一方、平成 708年度には、調査した文書か
ら『商家の生活・文化』というテーマをたてて

資料を選び、「郷土博物館講座一史料を通して

青梅市郷土博物館

歴史を知る一」の教材として使用し、調査の経

過報告もあわせて行なった。この文書読解の実

体験とその資料提供という市民への働きかけを

意図した講座には多くの参加者があり、好反響

を得た。敬遠されがちな古文書をいかした博物

館事業として新しい試みであったと思う。

調査 6年目の平成 8年度には、企画展「青梅
の菓子屋一お菓子作 りの道具―」で、平成 3・

6年度に調査した菓子仕入帳や菓子袋などを収

蔵民具と関連して展示するなど、町方文書調査

によって発見された資料を市民の身近な博物館

展示事業として活用していくように努力した。

また、来年度に開催予定の特別展「青梅宿」

(仮題)では、更に6年間におよぶ「町方文書
調査」の成果を全体的にとらえ、青梅町の変遷

の様相を民具や古文書を使って、来館者の方々

が身近に見て、読んで、楽しく考えることがで

きる展示を立案計画中である。
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近距離望遠鏡の設置

町田市立博物館では今年度、館蔵品展を 4回、

企画展を 3回開催しました。新たな試みといえ

ば近距離望遠鏡の設置が上げられます。そのき

つかけは、10月 28日 から11月 30日 まで開催した

「ミニチュア展」です。この展覧会は、古 くは

縄文土器から新しくは現代の ドールハウスまで、

古今東西のミニチュアを480点近く集めました。

小さく美しいもの、かわいらしいものなら小さ

なお子さまから年配の方まで家族で楽しんでい

ただけるだろうと企画したものです。ところが、

こうしたミニチュアは手にとって鑑賞されるこ

とが多く、またそうしないと細部が見てとれな

いという事情があり、ガラス越しの展示の限界

が問題となりました。そのとき、大阪市立東洋

陶磁美術館の学芸課より近距離望遠鏡 (単眼鏡)

をご教示いただきました。 4倍の拡大率のもの

十数基を設置することにしました。高さ60セ ン

チ、縦横25セ ンチほどの木製の台を2メ ートル

東京都三多摩公立博物館協議会は、昨年 4月 30日 に平成 9年度定期総会 (青梅市教育センター)を
開催 し、その際、都教育庁文化課の原具麻子氏に講演をお願いし、「イギリス及びアメリカにおける

博物館の展示・教育活動の展開」についてお話しいただきました。さらに同8月 19日 に平成 9年度第
1回協議会 (調布市東部公民館)を 開催し、「博物館及び資料の消毒・燻蒸」について、各館の現状
や課題を話し合いました。

本号では、この 2つのテーマを特集にして、前者は原具麻子氏に、後者は東京国立文化財研究所の

木川りか氏に執筆をお願いしました。両氏とも、これからの博物館が取 り組むべき課題について、研

修や会議による海外からの新しい情報を提供していただきました。また、研究者としての意見をまじ

えながら今後の問題についても提起していただきました。

三博協会員館には、「最近取 り組んでいる特色ある活動」「ここ 1年の話題」「活動報告」「そのほか」
のテーマで原稿の執筆を依頼し、各館から様々な情報をお寄せいただきました。

ミュージアム多摩

発行 :東京都三多摩公立博物館協議会

会長 調布市郷土博物館長 長田康正
〒182-0026調布市小島町3-26-2
員肇言1 0424-81-7656
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編集委員 青梅市郷土博物館

八王子市郷土資料館

府中市郷土の森博物館

町田市立博物館

町田市立博物館

ほどの間隔で設置し、各台ごとに2基を1.5メ
ートルほどの細い鎖で固定しました。肉眼で鑑

賞するということと細部を細かく見るというこ

とを来館者各自が組み合わせることができると

いう点が好評でした。

で言雷|ま軍腫誓[皇票:児育aTttλ言ふ乾年
ら見るという、受け身の態度に終始せざるを得

ないのが難点です。単眼鏡で覗くという単純な

行為であれ、作品に働きかけることができたた

めか、480点 という展示点数の多さにもかかわ

らず、終りまで飽きずにご覧になった方が多か

ったようです。この単眼鏡は続く「大津絵展」

でも設置され、照明の暗い東洋絵画の細部鑑賞

に有効であることが確められました。そのほか、

当館所蔵のガラスなど、作品の細かな部分を観

察したい来館者は多いようで、予想以上に用途

が広がるものと思われます。

編 集 後 記


